
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      自他を大事にする子供 
      学び続ける子供 

      共に未来を切り拓く子供 

認める力 表現する力 やりぬく力 

学校だより 

「まんだ」 

No.１ 

令和７年４月１４日（月）発行  校長  島 章人 

 令和７年度もよろしくお願いします。 

 今年度２年目になりました、校長の島です。昨年度は、保護者の皆様、地域の皆様には大変お世話になりまし
た。万田小学校は、保護者の方々はもちろん、地域の方々からも温かく見守っていただき、大事にされているな
あと思います。この場を借りて、心から感謝申し上げます。本年度も、昨年度同様よろしくお願いします。 

 さて、タイトルにもありますように、今年度の学校教育目標を「自他を大事にする子供、学び続ける子供、共
に未来を切り拓く子供」としました。 

 この学校教育目標については、先日、始業式の中で子供たちにも紹介しました。自分や友達を大事にすること
によって学びが深まり、新たな「知」を創り上げることができるということを、人間とロボットを比べながら説
明したんですが、子供たちには伝わっているでしょうか？お子さんに、どんな話だったか聞いてみてください。 

～児童用の椅子、折りたたみ椅子、理科室の椅子‥。形や材質は違っても、人間はどれも「椅子」だと認めること
ができるが、ロボットはそうではない。人間は違いを乗り越えてお互いに認め合い、学び合うことができるが、
ロボットは学ばない。そうやって人間は考えを拡げ、新たな「知」を創り出すことができるが、ロボットは他者
の存在によって自らを変化させる（学ぶ）ことはない。「学ぶ」とは、他者の存在によって自らを変化させるこ
とであり、他者と学び合うことで、未来を切り拓く「知」を得ることができる。～ 

と、およそこんなことをわかりやすくしゃべったつもりなんですが。ともかく、子供たちにとって学校はどんな
場所でありたいか？と考えたとき、この学校教育目標（子供の姿）が理想だと考えています。全ての教育活動を
通じてこの学校教育目標を目指します。 

【令和 7年度 万田小スタッフ】 
 

 ７１名の新一年生をお迎えすることができ
ました。 

 先生やお友達の話をしっかり聞いてお勉強
を頑張り、「知」を鍛えてほしい。「ありが
とう」や「ごめんなさい」がしっかり言え
て、お友達を大切にする「徳」を鍛えてほし
い。「早寝･早起き･朝ご飯」を心がけ、学校
では運動を頑張って「体」を鍛えてほしいと
お話ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※個人情報保護の観点から、画像を縮小しています。 
※本年度は、、この 37名で頑張ります。よろしくお願いします。 


